







































































































































































































































































































































(立場）国民2名 ， 企業1名 ， 電力会社1名
・グループの4人とも政府の立場から電源構成のベストミックスについて考え，政府としての
意見をまとめる。その際，3つの立場の意見等をふまえて電源構成を考えさせる。
・グループ（全10グループ）ごとに意見を発表する。他のグループの意見を聞き取る。
（3）学習課題についてまとめる
・15年後の日本社会にふさわしい「電源構成のベストミックス」について自分の考えを有権
者の立場からワークシートにまとめ，数名が発表する。
本時では，各自の立場と諸資料にもとづいて予想した15年後の日本の電力構成を他者と共
有し ， それらの立場の意見をふまえて政府としての電力構成を考える。そのことを通して「未
来像を予測し計画を立てる力」を養う。社会科の授業で身に付けさせる思考力に，「社会的事
象の意味や意義を解釈する力」がある。本時では，日本のエネルギー政策（電力構成）を，様
々な立場から多面的に捉えさせ，その意味や意義を解釈させる。
言語活動として「発表（説明）」を行うが ， その際，トウールミンモデルを取り入れたワー
クシートを用いることで根拠を明確にした考察を促す。また , それらをスクリーンに映し出し
て可視化することで，生徒に思考の過程を共有させる。
4ESDとの関連
（1）構成概念
I多様性…発電方法にはいろいろなものがあり，それぞれの長所と短所を考えながら組み合
わせることで，様々な電力構成が存在すること。
Ⅲ有限性…エネルギー資源は有限であり，将来の発展のために効率よく利用する必要がある。
（2）能力・態度
②未来像を予測して計画を立てる力
ウ過去や現在の情報に基づいて，未来を予想・予測することができる。
【教科等の力】
将来の日本に適した電源構成のベストミックスについて フ 社会の変化や資源の有限性，
発電方法の特徴などから考察する力。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野エネルギー②教科等英語，理科
③題材CleanEnergySources(英語） フ いろいろなエネルギーと移り変わり（理科）
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